
【みんなに支えられて】

○朝早くから会場準備・駐車場

での誘導をしてくれた人

○ゴミの分別のため、お弁当箱

を冷たい水で洗っていた人

○本来なら東中が審判をしなく

てはいけなかったのに、「近

いのでやります。」と快く審

判を変わってくれた人

上に挙げた人たちはみんなと

同じ中学生です。この他にも大

会運営に携わってくれた方・快

く審判や球出しを引き受けてく

れた高校生、そして忘れてはい

けないのが家族の協力

・支えです。あなたた

ちは、たくさんの人に

支えられているのです。

【先輩としての想い】

ウインターカップ２日間は、

７年前の卒業生（旭小６年生の

時は先生が担任でした。）でバ

レー部ＯＧの加藤生恵さんが来

てくれました。東京の大学に通

っている忙しい中ですが、母校

に足を運び、みんなを指導して

くれました。技術面だけでなく、

気持ちの面でもいろいろなこと

を教わったと思います。みんな

ができる恩返しは、

“成長した姿”を

見せることです。
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“勝負強さ”
「『勝負強い』ってどういうことだろう？」

「どうやったら『勝負強く』なれるだろう？」

学年末テストに向けて勉強する中で、今一度

自分自身で考えてみよう。

昨日のウインターカップ２日目の午後のチー

ム状態が、まさに今のチームを象徴しています。

準決勝の知多東部中戦。知多地区２位というこ

とで、今年の知多地区のレベルを考えたら各上

の相手です。しかし、１セット目は２３点まで

食い下がり、２セット目は勝ち取ることができ

ました。しかし３セット目は、粘り切れません

でした。続いて行われた３位決定戦の長良中戦。

同じような展開で、１セット目を奪われても２

セット目を取り返し、迎えた３セット目。スタ

ートから波に乗れず、そのまま負けてしまいま

した。負のイメージを植え付ける訳ではありま

せんが、思い返してみれば、これまでにフルセ

ットになった試合（新人戦瀬戸尾張旭地区決勝

戦（ｖｓ旭中）＆新人戦愛日地区大会準決勝（ｖ

ｓ日進東中）＆冬季愛日大会準決勝（ｖｓ長久

手南中））は、全て勝つことができていません。

実力的に全くかなわない相手ではないはずです。

では、一体こういった結果になってしまうのは

なぜだろう？先生は、このチームの結成当初の

イメージは『接戦に負けない！』『競

ったら負けない！』でした。もう一

度、あの時の自分たちを取り戻すた

めに、一人一人がしっかりと問題意

識をもって取り組んでいこう。


